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　一般歯科診療所を受診する際、口腔疾患としてう
蝕や歯周病を想起する患者は多くみられますが、歯
科医療は口腔全体の管理を担っており、口腔粘膜疾
患への対応を避けることはできません。わたしは、専
門分野の指導医による指導を受け、「口腔粘膜を意
識して診る」ことを習慣としています。本演題では一
般歯科診療所でも「知っていれば歯科衛生士にもで
きる」口腔粘膜の診かた・診る時のポイントをマイク
ロスコープを用いた症例を交えてお話しします。

開催概要・受講方法

「口腔粘膜疾患」を歯科衛生士とともに診る

2004年　
　愛知学院大学歯科衛生専門学校
　　卒業
　医療法人社団八龍会
　すずき歯科医院　勤務
現在に至る

講師略歴（保有資格等）

所属学会・資格等
一般社団法人 日本顕微鏡歯科学会　所属
　　　　　　2017年　認定歯科衛生士取得
　　　　　　2024年　認定指導歯科衛生士取得
特定非営利活動法人 日本歯周病学会　所属

増田　梢

2026.12.2（水）開催
第６回  正会員・賛助会員向け WEB セミナー

【開催日】　　12月２日　（水）
【開催時間】　19：00～20：00
【開催方法】　ZOOMウェビナー方式

受講には事前登録が必要です。  以下の登録用URLもしくはQRコード
から登録用フォームに必要事項を記載し、お申込みをお願いします。

【登録用URL：URL全文をコピーペーストしてください】
https://us02web.zoom.us/webinar/register/
             WN_AkqKkQDUSvOgTHYYKoOUoA

「口腔粘膜を意識して診る」-歯科診療所で実践する「口腔粘膜を意識して診る」-歯科診療所で実践する
マイクロスコープマイクロスコープを用いた患者との信頼関係の構築 を用いた患者との信頼関係の構築 

　歯科衛生士 ： 増田 梢
医療法人社団八龍会 すずき歯科医院

　口腔がんセンターでは、診断、治療、終末期医療に
至るまで専任の歯科衛生士が周術期口腔機能管理
に加えて診療補助も行い継続的に関与しています。
　今回は口腔がんの治療現場における歯科衛生士
の関わりと重要性を報告します。歯科衛生士も、常
に異常を探すという疑いの目を持ち口腔内を観察
することが口腔がんの早期発見に繋がり、口腔がん
患者の命を救うことに貢献できるということを多く
の歯科衛生士に知っていただきたいと思います。

2003年　東京歯科大学歯科衛生士専門
　　 学校（現東京歯科大学短期大学）
       卒業
2003年　東京歯科大学市川総合病院
　　歯科・口腔外科　勤務
2006年　東京歯科大学口腔がんセンター
　　開設　配属
2009年　東京歯科大学市川総合病院
　　歯科・口腔外科　配属
2019年　東京歯科大学口腔がんセンター
　　配属
現在に至る

講師略歴（保有資格等）

所属学会・資格等
公益社団法人 日本歯科衛生学会

小島　沙織

「口腔がん」治療に携わって20年「口腔がん」治療に携わって20年
　　　　　　　　　－歯科衛生士の視点から－　　　　　　　　　－歯科衛生士の視点から－

　歯科衛生士 ： 小島 沙織
東京歯科大学水道橋病院　歯科衛生士部

東京歯科大学口腔がんセンター


